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 論文内容の要旨
 第1章序論
20G5年より京都議
削減が義務付けら
30%が削減可能とな
関わらず、湿りを考
態にあるのが現状で
コードを開発し、翼設
蒸気タービン内部
回転運動を繰り返
潜熱の放出が局所
よる翼性能の低下、
衝撃波と境界層や液滴の干渉を伴う極めて
本研究では、電カ
で構築した非平衡
元翼列干渉流れの
タなどの計算環境
低減を達成した。さらに本プログラムに付随す
灘
擁
 第2章遷音速翼列を通る湿り空気濡れの全圧損失予灘
第2章では、非平衡
解析し、全庄損失に
翼列における全圧損
 めてである。
永山らのシュリーレ
較し、これらの間に
 一112一
らも確認できた。
 された。
第3章遷音速翼列を通る湿り空気・湿り蒸気流れの乱流
第3章では、第
し、さらに湿り
 値解析を行い、計算コードの有効性を検証した。
B罎頭町LOln継
れる傾向がある
な一致が得られ
上静圧分布につ
伴う潜熱の放出
 示唆する解析結果が得られた。
 第4章タービン多段翼列を
第4章では、入口
通る湿り蒸気流れの数
先ず、タービン
た。温度に変化
分率の非定常性
分布、圧力分布
 流での液滴の質量分率の非定常性は主
次に、三菱製蒸
蔭湿り度が下流
相互作用などに
.ヒ流における
 入口湿りを与えた場合では液滴の質量分
最後に、各段流
率と三菱重工に
 析手法では湿り度を大きく見積る傾向が得られた。
第5章非平衡凝縮を伴うターボ機械翼列の大規模流動解
第5章では、本
行った。既存の
題といった複雑
縮現象の性状や
ービン単段・多段翼列を対象とした、湿り蒸気流
解析より動翼チ
された。多段解
実用性を高める
 よびメモリ使用量の低減を達成した。
 第6章総括
 第6章は本論文の総括である。
 一H3
 論文審査結果の要蕎
地球温暖化ガスの削
全排出量を年間当
化ガスであり、その
5%向上されると、
施設で使用されてい
なる。本論文では、
算により解析するた
ビン静動翼列の干渉
解析するために、本
 できる、スパコンならびにPCクラス
 第i章は、緒言である。
第2章では、非平衡
気流れを数値解析し
凝縮の全圧損失への
 かった園期的な成果である。
第3章では、非平衡凝
蒸気タービン翼列を
力変動の捕獲に成功
 解析へ本研究を拡張する上で、本
第4章では、非平衡凝
タービン多段翼列の
握することができる
段流れの数値解析例は、置界的にも例がなく
第5章では、第4章で
翼列流れの三次元解
ジーセンターのスパ
また、実機設計への
 植も同時に行い実用化に向
 第6章は、結論である。
以上要するに本論文
ための、スパコンも
これを実機設計に実
ようという点に新規
 らず、機械工学の発展にも寄与するところが少なくない。
よって、本論文は、博士(情報科学)の学位論
攀
縁
蒙
馨
溢一
鼕
鼕
甜
艶
酔
繕
聾
出
 一1豊4一
